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平成 17年 11月 24日 
 

第 29回 武庫川流域委員会 議事骨子 
 

１ 議事録及び議事骨子の確認 

松本委員長と加藤委員が、議事録及び議事骨子の確認を行う。 
 
２ 運営委員会の報告 

11月 18日開催の第 36回運営委員会の協議状況について、松本委員長から報告があった。 
 

３ 総合治水対策の検討 

（１）協議結果の報告 

11月 9日開催の第 10回総合治水ワーキングチーム会議、及び 11月 15日開催の第 11回総
合治水ワーキングチーム会議の協議結果について、松本主査（委員長）から報告があった。 

（２）森林の保水・洪水抑制機能 

松本主査（委員長）からの報告、説明を踏まえて、協議した結果、総合治水ワーキングチー

ム会議で確認した内容（①森林の保水、洪水抑制機能の定量化は現時点では困難であること②

森林は、土砂の流出抑制など、その他の多様な機能を有することから、森林の保全、整備を推

進する方向でまとめること等）について、了解された 

（３）流域対策における課題 

・総合治水ワーキングチーム会議で整理した「流域対策における課題」（一覧表）について、中

川委員から説明があった。 

・岡田委員から、既設利水ダムの活用について、説明があった。 

・川谷委員から、流域対策案を実施する上での運用、操作に関する課題等について、説明があ

った。 

・中川委員から、各対策案の採用レベルと基本的な考え方等について、提案、説明があった。 

・田村委員から、総合治水ワーキングチーム会議で整理した対策以外の新たな対策（宝塚新都

市計画区域の活用）について、説明があった。 

 

４ ワーキンググループからの報告 

（１）まちづくりワーキンググループ 

・田村主査から、今後の進め方、作業項目（カルテの作成、川の駅構想等）について、報告が

あった。 

・佐々木委員から、河川防災ステーションの必要性について、提案があった。 

・伊藤委員から、武庫川流域連携について、説明があった。 

（２）環境ワーキンググループ 

・村岡主査から、これまでの検討内容（資料整理状況、環境・まちづくりワーキンググループ

アンケート一覧）について、説明があった。 
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５ その他（今後の委員会等開催日程） 

・第 30回委員会は、平成 17年 12月 5日（月）13:30から、いたみホールで開催する。 
・第 33回委員会は、平成 18年 1月 30日（月）13:30から開催する。 
・第 9回リバーミーティングは、「総合治水対策」をテーマとして、平成 18年 1月 28日（土）

13:30から開催する。 


